
リモートプラズマを用いた 
滅菌技術の開発

今後の
展開や
メッセージ 被処理物へのダメージの定量評価と処理

時間短縮に向けた殺菌メカニズムの解明
を進めています。処理温度はほぼ室温であ
りソフトな殺菌技術であるため細胞培養
環境用としての応用や、部屋や建物単位と
いった広範囲の一様殺菌技術としての可
能性も模索しています。

医療や製薬、食品分野などの産業プロセスでは、微生物による汚染防止のため殺菌処理が必要不可欠である。殺菌処理には熱や薬
品が用いられるが処理時間や被処理材料の劣化が課題となっている。近年では大気圧プラズマによる殺菌が注目されており比較的
短時間で高い殺菌効果が得られることが報告されている。

報告されている大気圧プラズマ殺菌技術は被
処理材料に直接プラズマを照射するプロセス
であることが多いが、本研究ではプラズマで
励起されたガスを用いて殺菌をおこなうリモー
トプラズマ殺菌技術を提案している。本技術
は被処理材料へのダメージが軽減できるだけ
でなく多様な形状に対応でき殺菌対象範囲
が広い特徴がある。
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プラズマで励起されたガスを暴露する手法（b）でも殺菌が可能であることを確認した。処理時間の
さらなる短縮が今後の課題である。
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